
長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ
の
湯

は
、
運
営
協
議
会
（
大
沼

富
美
雄
会
長
）
が
努
力
を

続
け
、
入
浴
者
数
は
年
々

増
加
し
、
令
和
７
年
度
20

万
人
に
迫
り
（

万
８
９

19

８
８
人
、
羽
黒
の
ゆ
ぽ
か

）

、

万
７
１
０
２
人
に
次
ぎ

21三
川
町
の
田
田

万
６
８

18

０
３
人
よ
り
多
い
成
績
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

一
方
、
開
業
か
ら

年
26

と
な
り
、
施
設
・
建
物
の

経
年
劣
化
が
激
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
源
泉
ス

ケ
ー
ル
除
去
工
事
を
お
こ

な
い
、
自
噴
量
が
大
き
く

増
量
し
、
燃
料
費
の
削
減。

に
も
効
果
が
あ
り
ま
し
た

し
か
し
、
経
年
劣
化
に

よ
り
修
繕
が
必
要
な
箇
所

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
財
政
の
健
全
化
を
理

由
に
、
旧
町
村
の
切
り
捨

て
に
な
ら
な
い
よ
う
、
必

要
な
修
繕
や
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
強
く
求
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

木
材
部
分
の
腐
食

屋
根
の
モ
ル
タ
ル
剥
が
れ

浴
室
外
部
の
サ
ッ
シ
劣
化

露
天
側
の
サ
ッ
シ
劣
化

露
天
風
呂
の
柱
腐
食

露
天
浴
槽
タ
イ
ル
剥
が
れ

直
売
所
の
天
井
カ
ー
テ
ン

が
外
れ
雨
漏
り

外
部
鉄
板
の
錆

（
写
真
・
運
営
協
議
会
）

他
に
、
脱
衣
室
の
地
盤

沈
下
や
、
サ
ウ
ナ
機
械
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
廊
下
や

、

、

床
の
張
り
替
え
断
熱
化

照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な

ど
、
数
多
く
の
修
繕
箇
所

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
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（月２００円程度）
6月 36人 29,320円
5月 32人 21,630円

長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ
の
湯

入
浴
者
数

万
人
に
迫
る

20

修
繕
箇
所
多
く

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
必
要

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
通
常

総
代
会
が

日
、
三
川
町

19

、

な
の
花
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
、
総
会
後
の
理
事

会
で
、
海
藤
喜
久
男
組
合

長
を
再
任
し
ま
し
た
。（

）

海
藤
喜
久
男
組
合
長

再

上
林
淳
・
代
表
理
事
専
務

加
藤
智
・
常
務
理
事

成
沢
勝
・
常
務
理
事

押
切
光
久
・
代
表
監
事(

再)

上
野
千
賀
子
常
勤
監
事

（
写
真
：
総
代
会
資
料
）
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157,373

175,666
192,394 198,988

長沼温泉ぽっぽの湯の入浴者数(人)

義
務
教
育
学
校
の
開
校
準
備
委
開
く

藤
島
地
域
義
務
教
育
学

校
の
第
１
回
開
校
準
備
委

員
会
が

日
、
開
か
れ
ま

30

し
た
。

委
員
の
構
成
は
、
①
自

治
会
等
の
代
表
者
（
各
地

区
の
自
治
振
興
会
長
と
町

内
会
長
会
会
長
、
②
教
職

）

員
の
代
表
者
（
各
小
・
中

学
校
の
校
長
、
③
保
護
者

）

の
代
表
者
（
各
小
・
中
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
各
保
育
園

等
の
保
護
者
会
代
表
）
か

ら
な
り
ま
す
。

会
長
に
齋
藤
昭
彦
・
藤

島
地
区
自
治
振
興
会
長
、

副
会
長
に
近
藤
直
志
・
渡

前
地
区
自
治
振
興
会
長
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

義
務
教
育
学
校
の
開
校

が
令
和

年
度
、
新
校
舎

11

供
用
開
始
が

年
度
、
８

14

～
９
年
度
に
基
本
計
画
と

基
本
設
計
な
ど
、
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
。

開
校
準
備
に
向
け
、
３

つ
の
検
討
部
会
（
①
総
務

部
会
、
②
学
校
部
会
、
③

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
部
会
）
で
協

議
さ
れ
ま
す
。

校
名
選
定
で
は
「
鶴
岡

、

市
立
○
○
学
園
」
と
す
る

案
で
、
公
募
を
経
て
進
め

る
と
し
ま
し
た
。



「
装
い
も
艶
や
か
に
新
郎

新
婦
の
ご
入
場
で
す
」。

結
婚
祝
賀
会
が
最
高
潮

に
達
す
る
場
面
だ
。
司
会

が
一
気
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
へ

と
誘
う
。
和
装
か
ら
洋
装

に
着
替
え
て
キ
ャ
ン
ド
ル

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
な
が
ら

各
テ
ー
ブ
ル
を
周
る
場
面

で
あ
る
。

昭
和

年
代
、
高
度
経

50

済
成
長
の
波
も
あ
り
、
農

村
社
会
に
も
近
代
的
な
大

型
施
設
が
建
設
さ
れ
始
め

る
。
藤
島
中
央
公
民
館
も

そ
の
一
つ
。
旧
藤
島
小
学

校
跡
地
に
総
工
費
２
億
４

１
０
０
万
円
で
昭
和

年
53

月
に
完
成
し
た
。

11
一
方
、
国
の
改
善
運
動

も
戦
前
戦
後
と
続
き
、
公

民
館
が
出
来
上
が
っ
た
頃

も
行
わ
れ
て
い
た
。

農
林
省
で
は
農
業
改
良

普
及
所
を
中
心
と
し
た
生

活
改
善
普
及
事
業
を
、
厚

生
省
で
は
栄
養
改
善
を
中、

心
に
食
生
活
改
善
運
動
を

文
部
省
で
は
社
会
教
育
分

野
で
、
婦
人
学
級
や
青
年

学
級
を
公
民
館
活
動
の
柱

に
据
え
行
っ
て
い
た
。

昭
和

年
代
、
自
宅
や

40

公
民
館
の
和
室
で
お
こ
な

わ
れ
て
い
た
祝
賀
会
は
、

藤
島
の
農
協
ホ
ー
ル
（
現

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
本
所
、）

中
央
公
民
館
、
商
工
会
館

（
現
出
羽
商
工
会
藤
島
支

所
）
へ
と
場
所
を
移
し
、

お
招
き
す
る
人
数
を
増
や

し
た
が
、
生
活
改
善
の
決

ま
り
で
、
実
行
委
員
会

形
式
で
行
う
こ
と
、
会

費
は
２
５
０
０
円
、
ビ

ー
ル
は
出
さ
な
い
、
な。

ど
の
決
ま
り
が
あ
っ
た

初
任
の
仕
事
が
中
央

公
民
館
だ
っ
た
筆
者
は
随

分
、
結
婚
祝
賀
会
の
実
行

委
員
か
ら
相
談
を
受
け
、

前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
も

会
場
担
当
と
し
て
、
関
わ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。

冒
頭
の
盛
り
上
が
る
場

面
は
、
入
口
の
天
井
近
く

に
簡
易
の
木
箱
を
吊
り
下

げ
、
中
に
１
０
０
本
を
超

え
る
紙
テ
ー
プ
を
セ
ッ
ト

し
、
入
場
と
と
も
に
テ
ー

プ
シ
ャ
ワ
ー
に
す
る
シ
ー

ン
だ
が
、
前
日
の
チ
ェ
ッ

ク
で
す
べ
て
落
ち
て
し
ま

う
会
が
あ
れ
ば
、
当
日
、

木
箱
は
開
か
ず
司
会
が
別

原
稿
を
読
む
な
ど
波
乱
は

あ
っ
た
。

玄
関
に
展
示
し
て
あ
る

藁
で
作
り
上
げ
た
馬
も
チ
「

ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
子
」
風
に

、

、

飾
ら
れ
新
婦
を
乗
せ
て

随
分
活
躍
し
た
。

旦
那
で
な
い
人
た
ち
か

ら
抱
き
か
か
え
ら
れ
、
乗

る
の
に
一
苦
労
。
ド
ア
上

部
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う

馬
の
横
腹
に
し
が
み
つ
く

新
婦
も
居
た
。

･･･

（

）

つ
づ
く

制
度
改
正
も
一
緒
に

今
の
与
党
、
つ
ま
り
自、

民
党
と
日
本
維
新
の
会
が

国
会
議
員
数
を
減
ら
す
法

案
を
国
会
に
出
す
ん
だ
と

い
う
。
こ
れ
は
、
維
新
が

自
民
と
一
緒
に
な
る
に
つ

い
て
２
党
の
約
束
事
な
ん

だ
と
い
う
が
、
ど
う
も
俺

の
常
識
で
は
理
解
で
き
な

い
代
物
の
よ
う
だ
。

▲
何
を
根
拠
に
し
た
の
か

ど
ん
な
理
由
な
の
か
不
明

の
ま
ま
、

議
席
を
減
ら

45

す
ん
だ
と
い
う
。
そ
れ
が

ま
た
、
小
選
挙
区
と
比
例

区
が
あ
る
中
、
比
例
を
減

ら
す
ん
だ
と
。
比
例
は
小

選
挙
区
と
比
べ
れ
ば
、
選

挙
民
の
意
思
が
正
し
く
反

映
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
、

問
題
の
多
い
小
選
挙
区
を

減
ら
す
べ
き
な
ん
だ
が
、

で
も
、
ま
ず
数
を
い
じ
る

ん
な
ら
選
挙
制
度
改
正
と

一
緒
に
し
な
く
っ
ち
ゃ
。

▲
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る

事
な
く
、
全
野
党
が
議
案

に
反
対
し
て
提
案
に
決
着

が
つ
か
な
い
か
ら
と
、
委

員
長
が
職
権
で
議
題
に
す

る
ん
だ
と
。
こ
れ
は
数
が

多
い
か
ら
と
ゴ
リ
押
し
す

る
気
な
ん
だ
。

▲
小
選
挙
区
制
が
取
り
入、

れ
ら
れ
る
時
の
説
明
で
は

「
政
権
交
代
が
出
来
や
す

い
よ
う
に
」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
が
、

％
台
の

40

得
票
数
で

％
近
い
議
席

80

を
掠
め
取
り
、
加
え
て
多

数
の
横
暴
だ
よ
。

▲
憲
法
前
文
に
は
「
正
当

、

に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お

け
る
代
表
者
を
通
じ
て
」

と
あ
り
ま
す
か
ら
、
問
題

が
多
く
っ
て
も
法
律
で
決

め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
と
言

わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
数
の

横
暴
で
決
め
ら
れ
た
法
律

で
も
そ
う
な
る
ん
だ
。
そ

れ
を
今
回
は
議
員
数
の
削

減
を
や
る
ん
だ
と
。

▲
み
な
さ
ん
理
解
で
き
ま

。

、

す
か
理
解
で
き
る
の
は

国
会
と
は
、
ど
う
す
れ
ば

自
分
ら
の
政
党
に
有
利
か

を
考
え
る
所
な
ん
だ
と
は

理
解
で
き
る
が
。
こ
れ
が

「
国
民
の
た
め
に
」
と
よ

く
い
う
与
党
議
員
さ
ん
の

や
り
方
だ
（
石
川
）

。

（

の

）

晴
景

晴
景

城
貞

藤

花

せ
い
け
い

れ
の

に
て

し

風
月
春
花
何
処
宜

風
月

春
花
何

処

宜

ふ
う
げ
つ

し
ゆ
ん
か
い
ず

と
こ
ろ

よ
ろ

に

う

山
川
田
圃

幽
期

愜

山
川

田
圃

幽
期

愜

さ
ん
せ
ん

で

ん

ぽ

ゆ

う

き

か
な

尽

之

鶴
阜

勝
区

所

尽
之
鶴
阜
勝
区
所

く

の

こ
と
ご
と

こ
れ

か

く

ふ

し
よ
う
く

と
こ
ろ

ら
ず

れ
の

に
か

に

を

す
べ
き
か
と

不
識
何
攸
応
賦
詩

識

何

攸

応

詩

賦

し

い
ず

と
こ
ろ

ま
さ

し

ふ

自
然

美

風
景

眺

、

。

の

し
い

は

ど
こ
に
い
て

め
て
も

ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る

山
川

田
畑

平
野

景
色

静
寂

求

私

心

満
足

。

の

の

は

を

め
る

の

を

さ
せ
て
く
れ
る

見
渡

鶴
岡
地
方

景
色

良

所

。

ど
こ
を

し
て
も

す
べ
て

は

の

い

ば
か
り
で
あ
る

何
処

場
所

詩

作

。

い
っ
た
い

の

で

を

っ
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か

＝
晴

日

景
色
。

晴
景

れ
た

の

＝
自
然

景
色
。

山
川

の

＝

。

宜

ふ
さ
わ
し
い

＝
田

畑
。

田
圃

と

＝
気

。

愜

に
い
る

＝

。

尽

す
べ
て

＝
世
俗

離

静

得

言

望

。

幽
期

を

れ
た

け
さ
を

た
い
と

う

み

＝
景
色

。

勝
区

の
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ

＝
心

感

。

識

に

じ
る

＝
詩

作

。

賦
詩

を

る

渡
前
小
子
ど
も
獅
子
踊
り
今
昔
物
語

⑧

藁
（
わ
ら
）
文
化
の
里

渡
前
獅
子
踊
り
保
存
会

太
田
功


